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講演 1 グローバル MOOCの経験から 

これからの MOOC の話をしよう 

大川 恵子 

（慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 

教授／DMC研究センター副所長） 

 

 DMC 副所長と慶應メディアデザイン研究

科の教授をしております、大川と申します。

きょうはよろしくお願いいたします。 

 きょうのテーマは、これからの MOOC の話

をしようということで、こちらにお集まり

の皆さんは、何らかの形で MOOC と関係して

いるかと思います。それで、本日のデモを見

て、会話のきっかけになっていただければ

と思いまして、5色のシールをテーブルにご

用意いたしました。皆さんと MOOC との関わ

りで、一番、近い色をこの名札に付けて、交

流に役立てていただければと思っています。

私はラーニングデザインをしながら学んで

いきたいなと思っているので、赤と緑にな

っています。 

 皆さんの中には、MOOC には作る人もおり

ますし、MOOC で勉強をする人もいますし、

作るための環境を支えてくれている人や、

大学のマネジメントとして推進する人もお

ります。そしてコンテンツを作るという意

味では、ビジュアルデザイナー、映像を作っ

たり、文章を書いたりする方など、ありとあ

らゆる人たちが関わっていらっしゃいます。

もう既にこちらの方たちは、コースを作っ

ている方も、ちらほらとお顔が見えており

ますので、交流をしていただくようにこの

シールをぜひお貼りください。そして MOOC

の話をしていきたいと思います。 

 MOOC というのは、もちろん皆さんもう既

にご存じかと思いますが、Massive Open 

Online Course というものです。あまりマッ

シブじゃないコースもありますし、オープ

ンじゃないコースもあります。オンライン

は多分あっているのですが、あまり堅く考

えなくともいいかなと私は思っています。 

 MOOC に関しては、MOOC と言われたくない

なというような人たちやコースもあります。

いい印象の人もいますが、逆に、ずっとビデ

オ見て勉強するだけでしょと思っているよ

うな人たちには、そうではないのですと言

いたいところもあります。きょうは、ざっく

りオープンオンラインコースということで

話を進めたいと思います。 

 これからの MOOC の話をするにあたり、今

までの MOOCは何なのか、ということを、少

しだけ情報共有してから始めたいと思いま

す。よく、共有される写真としてこんな写真

があります。1856 年の大学の授業の様子で

すが、今とあまり変わってないので、大学は

これからもっと変わらないといけないので

はないかと言われています。 

 これは 2年前、2017年湘南藤沢キャンパ
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スの大きな授業なのですが、写真と少し似

ていますよね。でも、実はよく見ると違うの

です。皆さん手元に、ラップトップがあって、

教室はオンラインで全員の心がつながって

おります。学生たちはもう皆さん体がオン

ラインなのです。つまり、オンラインで大学

教育どうやっていくのかというのは、変え

るということよりも、チョイスが増えてい

くということなのではないかと、この絵を

見て私は思います。変わってないと言う方

もいますし、変わったと思う人もいる。私た

ちは、変わったということでもっと良くし

ていきたいと思っています。 

 今までの MOOC のコースは、既にいろいろ

なプラットフォームと呼ばれているものが

あって、独自にオンライン化するという大

学もあります。慶應義塾も独自のプラット

フォームを持っています。ただ、独自のプラ

ットフォームはやはり、アクセス数がそん

なに伸びないというのもありますし、

Learner ともっと広くラーニングしていき

たいというのもあって、目的によっていろ

いろなプラットフォームを使っています。 

 edX は東京やアメリカの東海岸を中心に

している大学、MITとハーバードがやってい

ます。そして Courseraは、西海岸で立ち上

げられたものです。Udacity や FutureLearn

は、2012 年ぐらいから始まったプラットフ

ォームです。ただ、MOOC というのは、もっ

と以前から活動というか、コンセプトがあ

って、大学はいろいろな形でオンラインの

コースを出してきています。きょうお集ま

りいただいた講演者の皆さまや、来てくだ

さっている大学の方たちの中には、もう edX

でコースを何個も出しておられる大学もあ

りますし、Coursera にたくさん出している

大学もおられます。また、これから何かに参

加しようかなと思っている大学もあります。

われわれは FutureLearnという、イギリス、

ロンドンに本部のあるソーシャルラーニン

グプラットフォームに参加しています。 

 どのくらいマッシブなのかといいますと、

いろいろ調べてみたところ 8000 万人以上

が、もう、MOOC 学習者として登録されてい

ると言われています。非常に多くの方たち

がいます。 

 この中で先ほど申し上げた、いろいろな

プラットフォームの中で FutureLearn とい

うのがどんなものなのかといいますと、ロ

ンドンで、もともとオープンユニバーシテ

ィという通信教育で学位を取るという大学

を母体としていまして、そこに BBC からの

ファンドが入ってつくられた組織です。ソ

ーシャルラーニングを中心にオンライン教
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育をやっていて、きょうはまさにこのシン

ポジウムの前に、ソーシャルラーニングの

デザインワークショップをやっておりまし

た。こちらにいらっしゃる何人かの方には、

新しいコースのデザインを、もう既に 5 つ

も作っていただきました。このように、いろ

いろな形でオンラインラーニングは進みま

す。 

 現在、231 カ国から約 900 万人の学習者

が登録受講しております。231カ国というの

は相当、面白い数字だと思うのですが、UN

は 195 カ国ぐらいしか認めていません。イ

ンターネットのドメイン名ですが、トップ

レベルドメイン、カントリーコードは 230

個くらいあるので、多分その数だと思いま

す。 

 コースは基本無料ですが、最近は有料コ

ースの体験も増えてきています。このあた

りは、後でまた皆さんと議論していきたい

と思っています。この中で慶應義塾の

FutureLearn プロジェクトは何をやってい

るのかというと、この FutureLearn 上にコ

ースを作るというのをミッションにしてい

て、大学の知の発信と社会貢献、大学の精神

的な教育手法の開発、教育力の向上、そして

大学のグローバル化の推進ということを掲

げて活動をしています。 

 現在、6コースを開講しておりまして、今、

2 コース作っている最中です。きょうは、コ

ースについてのデモも出ております。6コー

ス全てを丁寧に説明する説明員もおります

ので、ぜひ、見ていただければと思います。

現在、23 Run と書いてありますが、再放送

もありますが、これまでに 23 回ぐらい走ら

せていて、慶應のコースだけで、今、6 万

1000 人の参加者がいます。さらに 190 カ国

ぐらいから参加しています。多くはやはり

UK のユーザーです。これで大体どんな

Learnerが今、われわれのコースに登録して

いるかということがわかるのではないかと

思います。 

 慶應義塾の FutureLearn チームでは、こ

れから慶應義塾で MOOC をどうやって大学

教育に組み込んでいけるのかということを、

考えていくのが大きなミッションになって

おります。フェイズ 1 はまず、コース作っ

てみよう、フェイズ 2 が、これからどうや

ったら大学に貢献できるのか考えようで、

今、フェイズ 2 の最中です。 

 このシンポジウムはいろいろな人と様々

な意見を交換しながら、フェイズ 3 に向け

てストラテジを作る、そのヒントになれば

いいなと思って、とても期待をしています。

どういうことがいいことなのかと考えると

きに、われわれがいつも、Learner、エデュ

ケーター、サポーター、大学、そして社会、

この 5 つのステークホルダー全てが満足す

ることを目標にしたコースづくりや体制づ

くりをどうしたらいいかと考えています。

そして、この 5 つのステークホルダーにつ
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いて、われわれはどういうキーベネフィッ

トがあるか、ということも考えています。 

 例えば、Learner にとってはどうか、エデ

ュケーターにとってはどうかということで

すが、Learner にとっては、グローバルなソ

ーシャルラーニングの経験というのが、こ

れから学び続ける人たちにとっては、大き

な価値になるのではないかと思うので、そ

ういうことを体験してもらえるようなこと

を考えています。 

 それから、エデュケーターにとっては、世

界中にいる学習者にリーチできるというの

はとても面白い経験だと思いますし、実際

にコースで講義している先生方のお話もぜ

ひじっくり聞いていただければと思ってい

ます。 

 また、大学にとってはグローバル社会の

教育を通した貢献ということもありますが、

大学自体はいろいろな国の人たちがもう既

に入ってくるようになっているので、グロ

ーバル化に貢献できるのではないかと考え

ています。 

 その中で、われわれのチームは、エデュケ

ーター、ラーニングデザインとサポート、プ

ロジェクトマネジメント、ビデオプロダク

ションというチーム構成ですので、先ほど

皆さんに貼っていただいたシールと似たよ

うなチーム構成になっています。それに加

えて、インターナショナルのリレーション

や IPO など権利関係を行うところがござい

ますし、さらに PR やファシリテーターも加

わって、一つのチームでコースを作りや運

営をしています。一例ですが、これが、大学

内のエデュケーターのいる組織です。コー

スが変わるたびにこのエデュケーターの部

分は変わっていきますが、こちらの部分は、

ずっと同じ人間がやっています。きょうは、

ここに写真が出ているメンバーは大体おり

ますので、話が聞きたい方は、ぜひ声を掛け

てください。私たちは準備からデザインし

て、ローンチをして、リフレクションをして、

またリデザインするというのを、グルグル

回しています。 

 それでは、FutureLearnの中での学びとい

うのを、ぜひデモを見ながら、ご覧になって

いただきたいと思います。私たちはストー

リーテリングと、会話の誘発と、進捗の祝い、

ということをモットーにコースを作ってい

ます。きょう、ワークショップに参加された

方は、この辺のところをディスカッション

できたかと思います。そして、ソーシャルラ

ーニングは自分がソーシャルするだけでは

なく、誰かが学んでいるのを見るだけでも、

ソーシャルラーニングであり、いろいろな
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形のコミュニケーションを誘発することで

学びが深くなるだろうと考えています。 

 これからの MOOC と大学のことを考えよ

うというのがきょうのテーマですので、最

後のスライドでもう一度、いろいろな立場

の人たちから見た MOOC の価値ということ

を、考えていきたいと思っています。 

 それでは、簡単ですが、今までの MOOC と

慶應義塾の MOOC チームの紹介をいたしま

した。ありがとうございました。 
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